
 

 

 

 

発行日 令和４年１０月２０日 

 木々の葉の色が変わり始め、秋の訪れも目に見えてわかるようになってきました。ぐっと気温が下がる

と同時に体調を崩す子が多くなっています。今年の冬は、新型コロナウイルスと並行して、インフルエン

ザの流行が予想されています。園では、引き続き基本的な感染予防対策を徹底して参ります。ご家庭にお

かれましても、手洗いなどの手指衛生、健康チェックの感染対策のご協力をお願いします。 

秋を楽しむ‼～秋散歩・鮭解体ショー～ 

１０月に入り、秋ならではの自然

や味覚に触れています。落ち葉や栗

を見つけると、目をキラキラさせる

子ども達。散歩の帰り道は、ポケッ

トにたっぷりと詰め込んだ“秋の宝

物”であふれています。目で見て、

手で触って、匂いを嗅いで、音を聞

いて…秋を存分に体感しています。 

５日、食育の一環として鮭解体ショーが行われました。今年度も堀正三様（渡部こう君の曽祖父）から

鮭２匹の寄贈があり、子どもたちの目の前で鮭を捌き、体の作りや自分たちが食べる過程を楽しみながら

学ぶ事ができ、貴重な時間となった事に感謝しております。会の後半は、生き物の命を頂いている事、調

理してくれる人への感謝の気持ちとして

『いただきます』『ごちそうさま』があ

る事を再確認し、食への関心が高まる会

となりました。この日の給食は、鮭をふ

んだんに使った“鮭チャーハン・鮭フラ

イ・石狩汁”の「鮭フルコース！」手を

合わせて『いただきます』と声をそろえ

て頂きました。子どもの食育は、大人の

意識が大きく影響すると言われています。まずは、心の成長につながる“楽しい食事時間”を家庭と園で

意識し作っていきましょうね！ 

  

 

 

 

      

 

 

 

 

 

…お知らせとお願い… 

★「緊急連絡」について 

・熱が 3７．5℃以上の時は、様子を見て家庭と連絡をとります。熱がなくても、頭痛・歯痛・腹痛・嘔吐

（吐き気）など保育を続けるのが困難な場合も、お迎えをお願いすることがあります。 

＊病気にかかった時は、他の子への感染予防・悪化防止・体力回復のためにも自宅療養し、しっかり治

してから登園しましょう。 

★「冬の身支度」について 

・寒くなってきましたが、天候を見てまだまだ散歩や戸外遊びを楽しんでいます。ジャンバー・帽子は、

暖かくて自分で着脱しやすいものを着せてください。また、掛けひもをつけてください。 

＊全クラス季節に合った帽子の準備をお願いします。 

★「着替えの補充」・「衣替え」について 

・園で着替えた衣服を持ち帰ったときは、着替えの補充をお願いします。下着類は多めにお願いします。（持

ち物・衣類は記名を忘れずに！） 

・着替え BOXの衣替えをお願いします。 

★「駐車場所・送迎」について 

・送迎時は、駐車場に車を停め、子どもとしっかり手をつないで歩きましょう。 

マナーのお手本は大人です。子どもの安全・社会のルールを守りましょう。保護者の送り迎えを原則と

しています。都合で誰かにお願いする場合は、必ずお知らせください。小学生・中学生・高校生には受

け渡しできませんのでご理解ください。 

 

 

 

 

 

 

◆雑巾の寄贈がありました◆ 

中田靖子様から雑巾をいただきました。日常の消毒や清掃、大掃除の時など大切に使わせて 

いただきます。ありがとうございました。 

♪１１月５日（土）の生活発表会に向けて♪ 
集団生活の中で、自己の表現を楽しんだり、仲間の表現を共感したり、意見を 

言うなどやり取りの面白さを経験しています。運動会活動同様、発表会を楽しみ 

にしている半面、負担を感じたり疲れが出たりと、色々な変化が現れます。 

配慮しながら進めていきたいと思っていますが、変わった様子、気になる様子な 

どありましたらお知らせください。 

ホールでのステージ使用時間がクラスごとに決まっています。登園時間を守り、余裕を持って

登園するようにしてください。登園時間は、８時３０分までです！ 

             

作品紹介～制作「くり」 

クラスで取り組んだ作品を紹介します。 

今回は、たいよう組（５歳児）の作品です。 

栗のいがは、紙コップを切ってクレヨンで 

塗り、栗の実は折り紙を折って作りました。 

経験した栗拾いを思い出しながら作った作品です。 

 

９月２９日、たいよう組（５歳児）で、いももち作りが行われま

した。栄養士さん（日清食品）指導の下、収穫したじゃがいもを

使い調理を行いました。栄養士さんの話をしっかり聞き、楽しみ

ながら作り方や栄養について学ぶ事が出来ました！ 

「楽しく育てて、おいしく食べる」栽培や 

収穫、調理を経験し、期待や喜び、満足感 

につながった活動の一つになりました。 

 

いももち作り（５歳児） 

 


